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（
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す

る
も
の
と
さ
れ
た
介
護
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
介
護
保
険
法
施
行
令
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

三
十
五
条
の
二
第
二
十
六
号
中
「
第
十
二
条
の
四
第
十
五
項
」
を
「
第
十
二
条
の
五
第
十
五
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
五
条
の
四
第
二
号
中
「
第
十
二
条
の
四
第
八
項
」
を
「
第
十
二
条
の
五
第
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十

九
号
中
「
第
十
二
条
の
四
第
七
項
」
を
「
第
十
二
条
の
五
第
七
項
」
に
改
め
る
。

（
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
十

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
第
十
五
号
中
「
第
十
二
条
の
四
第
十
五
項
」
を
「
第
十
二
条
の
五
第
十
五
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
第
三
号
中
「
第
十
二
条
の
四
第
七
項
」
を
「
第
十
二
条
の
五
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
第
四

号
中
「
第
十
二
条
の
四
第
八
項
」
を
「
第
十
二
条
の
五
第
八
項
」
に
改
め
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
二
百
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

十
七
条
第
二
号
中
「
第
十
二
条
の
四
第
八
項
」
を
「
第
十
二
条
の
五
第
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
一
号
中

「
第
十
二
条
の
四
第
七
項
」
を
「
第
十
二
条
の
五
第
七
項
」
に
改
め
る
。

（
総
合
特
別
区
域
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
九
条

総
合
特
別
区
域
法
施
行
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
二
百
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
及
び
第
五
条
中
「
次
条
第
三
項
」
を
「
次
条
第
四
項
」
に
、「
第
二
十
八
条
の
二
第
三
項
中
「
又
は
同
項
」

と
あ
る
の
は
「
」
を
「
第
二
十
八
条
の
二
第
四
項
中
「
場
合
、
同
項
」
と
あ
る
の
は
「
場
合
」
に
、「
又
は
第
一
項
」

を
「
、
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
及
び
構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成

二
十
九
年
九
月
二
十
二
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

法
務
大
臣

上
川

陽
子

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信

農
林
水
産
大
臣

藤

健

別
表
第
一
兵
庫
県
の
部
八
木
の
項
中
「
三
ッ
橋
」
を
「
八
家
川
水
門
」
に
改
め
、
同
部
姫
路
の
項
中
「
最
下
流
旧
鉄

道
橋
」
を
「
飾
磨
港
大
橋
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
愛
媛
県
の
部
郡
中
の
項
中
「
北
緯
三
三
度
四
五
分
三
七
秒
東
経
一
三
二
度
四
一
分
三
六
秒
」
を
「
北
緯
三

三
度
四
五
分
三
七
秒
東
経
一
三
二
度
四
一
分
三
八
秒
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
長
崎
県
の
部
小
値
賀
の
項
中
「
小
値
賀
港
沖
防
波
堤
灯
台
（
北
緯
三
三
度
一
〇
分
四
六
秒
東
経
一
二
九
度

三
分
七
秒
）
か
ら
一
五
四
度
三
〇
分
二
四
〇
メ
ー
ト
ル
」
を
「
小
値
賀
港
黒
島
南
防
波
堤
灯
台
（
北
緯
三
三
度
一
〇
分

五
七
秒
東
経
一
二
九
度
三
分
五
一
秒
）
か
ら
二
四
四
度
一
、
一
九
〇
メ
ー
ト
ル
」
に
、「
八
一
〇
メ
ー
ト
ル
」
を
「
七
七

〇
メ
ー
ト
ル
」
に
、「
八
一
度
八
七
〇
メ
ー
ト
ル
」
を
「
二
三
五
度
三
〇
分
三
三
〇
メ
ー
ト
ル
」に
、「
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
」

を
「
三
八
〇
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
宮
崎
県
の
部
内
海
の
項
中
「
内
海
港
防
波
堤
灯
台
（
北
緯
三
一
度
四
五
分
二
〇
秒
東
経
一
三
一
度
二
八
分

二
九
秒
）」を
「
内
海
港
沖
防
波
堤
灯
台
（
北
緯
三
一
度
四
五
分
八
秒
東
経
一
三
一
度
二
八
分
三
二
秒
）
か
ら
三
四
八
度

三
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
」
に
、「
新
内
海
橋
」
を
「
内
海
橋
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
鹿
児
島
県
の
部
喜
入
の
項
中
「
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
石
油
基
地
喜
入
船
だ
ま
り
東
防
波
堤
灯
台
」
を
「
Ｊ
Ｘ
喜

入
石
油
基
地
船
だ
ま
り
東
防
波
堤
灯
台
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
福
島
県
の
項
中
「
小
名
浜
」
を
「
相
馬
、
小
名
浜
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
北
海
道
の
部
釧
路
の
項
の
改
正
規

定
は
、
同
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

（
医
療
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
）

第
三
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
第
十
二
条
の
四
第
十
五
項
」
を
「
第
十
二
条
の
五
第
十
五
項
」
に
改
め
る
。

一

医
療
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
三
百
二
十
六
号
）
第
五
条
の
十
五
の
三
第
十
八
号

二

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
令
（
昭
和
六
十
二
年
政
令
第
四
百
二
号
）
第
一
条
第
一
項
、
第
十
四
条

の
二
及
び
附
則
第
三
条

三

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
六

年
政
令
第
二
百
三
号
）
第
一
条
第
十
三
号

四

公
認
心
理
師
法
施
行
令
（
平
成
二
十
九
年
政
令
第
二
百
四
十
三
号
）
第
一
条
第
二
十
二
号

（
生
活
保
護
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

生
活
保
護
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
百
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
二
第
二
十
八
号
中
「
第
十
二
条
の
四
第
十
五
項
」
を
「
第
十
二
条
の
五
第
十
五
項
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
三
第
二
号
中
「
第
十
二
条
の
四
第
八
項
」
を
「
第
十
二
条
の
五
第
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
十
一
号

中
「
第
十
二
条
の
四
第
七
項
」
を
「
第
十
二
条
の
五
第
七
項
」
に
改
め
る
。

（
介
護
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
五
条
の
二
第
二
十
六
号
中
「
第
十
二
条
の
四
第
十
五
項
」
を
「
第
十
二
条
の
五
第
十
五
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
五
条
の
五
第
二
号
中
「
第
十
二
条
の
四
第
八
項
」
を
「
第
十
二
条
の
五
第
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十

九
号
中
「
第
十
二
条
の
四
第
七
項
」
を
「
第
十
二
条
の
五
第
七
項
」
に
改
め
る
。

港
則
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

政
令
第
二
百
四
十
七
号

港
則
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
港
則
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
四
号
）
第
二
条
及
び
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の

政
令
を
制
定
す
る
。

港
則
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
二
百
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
北
海
道
の
部
釧
路
の
項
中
「
五
、
九
二
〇
メ
ー
ト
ル
」
を
「
八
、
五
九
〇
メ
ー
ト
ル
」
に
、「
〇
度
に
」
を

「
二
八
度
三
〇
分
に
」
に
改
め
、
同
部
岩
内
の
項
中
「
岩
内
港
北
突
堤
灯
台
（
北
緯
四
二
度
五
九
分
一
三
秒
東
経
一
四

〇
度
三
〇
分
三
六
秒
）
か
ら
二
三
二
度
三
〇
分
一
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
」
を
「
岩
内
港
西
防
波
堤
灯
台
（
北
緯
四
二
度

五
九
分
四
八
秒
東
経
一
四
〇
度
三
〇
分
三
四
秒
）
か
ら
二
〇
九
度
三
〇
分
二
、
三
一
五
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
岩
手
県
の
部

石
の
項
中
「
北
緯
三
九
度
一
五
分
三
二
秒
東
経
一
四
一
度
五
五
分
五
四
秒
」
を
「
北
緯
三

九
度
一
五
分
三
三
秒
東
経
一
四
一
度
五
五
分
五
四
秒
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
茨
城
県
の
部
那
珂
湊
の
項
中
「
北
緯
三
六
度
二
〇
分
一
五
秒
東
経
一
四
〇
度
三
六
分
八
秒
」
を
「
北
緯
三

六
度
二
〇
分
一
五
秒
東
経
一
四
〇
度
三
六
分
九
秒
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
新
潟
県
の
部
能
生
の
項
中
「
能
生
港
灯
台
（
北
緯
三
七
度
六
分
三
三
秒
東
経
一
三
七
度
五
九
分
三
四
秒
）」

を
「
能
生
港
北
防
波
堤
灯
台（
北
緯
三
七
度
六
分
五
六
秒
東
経
一
三
七
度
五
九
分
五
七
秒
）か
ら
二
一
九
度
九
二
五
メ
ー

ト
ル
の
地
点
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
大
阪
府
兵
庫
県
の
部
阪
神
の
項
中
「
北
緯
三
四
度
三
七
分
五
〇
秒
東
経
一
三
五
度
四
分
五
〇
秒
」
を
「
北

緯
三
四
度
三
七
分
五
〇
秒
東
経
一
三
五
度
四
分
四
九
秒
」
に
、「
一
、
二
六
〇
メ
ー
ト
ル
」
を
「
一
、二
八
〇
メ
ー
ト
ル
」

に
、「
北
港
大
橋
」
を
「
正
蓮
寺
川
水
門
」
に
改
め
る
。
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